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    ～ こ れ ま で の 経 緯 ～      
 

＜現状＞ 

・建物の老朽化（昭和５５年建築、築４０年 ）。耐震化問題 
・深刻な医師不足。医師確保が困難な状況 
 

＜検討経過＞ 

・平成２２年～平成２７年「栗山赤十字病院あり方検討会」 
・平成２８年～平成３０年「栗山町の医療環境整備を検討する町民委員会」 
・令和元年       「栗山赤十字病院改築等検討委員会」 
 

＜検討結果＞ 

病院整備手法として 
「栗山赤十字病院の改築・改修が１番望ましい」との報告 
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    病院改築に向けた想定スケジュール     
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   ＜病院整備方針策定項目①＞ 診療科    

【方針案】診療科は、現状維持（現状１２科）を基本 
栗山赤十字病院の診療体制 

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

内 科 〇 〇 〇 〇 〇  

外 科  〇 〇 〇   

整形外科 午前のみ 午前のみ 午前のみ  午前のみ  

精神科  〇  〇   

透析科 〇 午前のみ 〇 午前のみ 〇 午前のみ 

眼 科     午前のみ  

耳鼻咽喉科 
Ｒ2年 4月から 1日増  午後のみ  〇 午前のみ  

皮膚科  〇     

泌尿器科   〇    

循環器科 午前のみ      

リハビリ科 〇 〇 〇 〇 〇  

リウマチ科 
Ｒ2年７月新設  午後のみ   午前のみ  

※〇は午前・午後の１日診療 
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   ＜病院整備方針策定項目①＞ 診療科    

近隣市町の診療科の状況 

栗山赤十字病院 町立長沼病院 町立南幌病院 由仁町立診療所 夕張市立診療所 岩見沢市立総合病院 

内 科 内 科 内 科 内 科  内 科 

外 科   外 科  外 科 

整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 

精神科 精神科    精神科 

透析科（23床）     透析科（40床） 

眼 科 眼 科 眼 科   眼 科 

耳鼻咽喉科    耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 

皮膚科 皮膚科    皮膚科 

泌尿器科     泌尿器科 

循環器科 循環器科   循環器科  

リハビリ科 リハビリ科  リハビリ科   

リウマチ科      

  小児科   小児科 

     産婦人科 

     脳神経外科 

 麻酔科・放射線科   
総合診療科・ 
歯科・婦人科 

消化器科・麻酔科・ 
放射線科 
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  ＜病院整備方針策定項目②＞ 病床数    
【方針案】病床数は、１００床程度（現状１３６床）で検討 

 ・現在の病床稼働率（80％）や将来の医療需要推計による（91％） 
 

近隣市町の病床数  
栗山赤十字病院 町立長沼病院 町立南幌病院 由仁町立診療所 夕張市立診療所 岩見沢市立総合病院 

136床 
（一般96床 療養40床） 

60床 
（一般60床） 

60床 
（一般60床） 

19床 
（一般19床） 

19床 
（一般19床） 

484 床（一般 365 床   

精神115床 感染4床） 
 

医療需要予測指数 ※2015年を 100として、将来の医療需要の割合を示したもの 

※南空知医療圏：夕張市・岩見沢市・美唄市・三笠市・南幌町・由仁町・長沼町・栗山町・月形町 

 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 

全道平均 100% 104% 106% 105% 103% 100% 96% 

岩見沢市 100% 99% 98% 94% 88% 82% 75% 

夕張市 100% 85% 71% 58% 46% 37% 30% 

栗山町 
（医療需要推計による推計病床数） 

100% 
（136床） 

99% 
（135床） 

96% 
（130床） 

91% 
（124床） 

84% 
（114床） 

77% 
（105床） 

70% 
（95床） 

長沼町 100% 100% 100% 98% 93% 89% 81% 

南幌町 100% 100% 101% 102% 99% 94% 84% 

由仁町 100% 95% 89% 83% 74% 66% 59% 

南空知医療圏平均 100% 97% 93% 88% 81% 74% 67% 



6 
 

＜病院整備方針策定項目③＞          
           概算事業費及び費用負担   
【方針案】概算事業費は、４５～５０億円を想定 

【方針案】建設費用は、栗山赤十字病院が負担 
 
【概算事業費内訳】 

 
【費用負担の考え方】町からの補助金４７億円（過疎対策事業債借入による） 

 ※一般財源の１４億１千万円は、建設後３０年間にわたり栗山赤十字病院が負担 

建設費 ３７億円 延べ面積７，２００㎡ 建設単価４６９千円／㎡ 

医療機器 ３億３千万円 ＣＴ、Ｘ線、ＭＲＩなど 

解体費 
外構工事等 

７億７千万円 解体費６億円、外構工事等１億７千万円 

合 計 ４８億円  

財源内訳 
１億円 北海道の地域医療介護総合確保基金（日赤へ交付） 

４７億円 町からの補助金 

過疎対策事業債借入による交付税措置（７割分） 
３２億９千万円 

一般財源（３割分） 
１４億１千万円 
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   ＜病院整備方針策定項目④＞ 建設場所   
【方針案】建設場所は、現地建替を基本 

 ・交通の利便性、町づくりの観点、費用面を考慮して決定 

  ※移転の場合、既存建物の解体費（６億円を想定）の財源確保が

課題 
 

病院建設場所に係る検討項目（案）  

検討項目 検討項目内容 検討項目 検討項目内容 

立 

地 

敷地面積 

病院敷地面積の確保（増改築や感

染症対策に係るプレハブ設置を

含む）について 

周
辺
へ
の
影
響 

日照阻害の影響 周辺に与える日照阻害の影響について 

公共交通のアクセス 
公共交通機関のアクセスに  

ついて 
周辺住民への影響 

救急搬送時の騒音など、周辺住民への

影響について 

通院アクセス 
徒歩・自転車による通院アクセス

について 工
事
中
の
影
響 

騒音の影響 建設工事等に係る騒音の影響について 

救急搬送のアクセス 
救急車（自動車）によるアクセス

について 
周辺住民への影響 

工事の施工に伴う周辺住民への影響 

について 

騒音の影響 周辺の騒音の影響について 診療への影響 
工事期間中における診療への影響に 

ついて 


